
  

所属	
 看護学部／基盤看護学系 職名 教授 氏名 永嶋	
 由理子 
	
 

1．教員紹介・主な研究分野	
 

平成 18年久留米大学大学院心理学研究科博士課程単位取得満期退学,平成 10年～15年山口
県立大学看護学部にて助手及び講師として勤務．平成15年4月より准教授として本学に就任．
平成 19年 4月より教授として現在に至る．主な研究分野は,看護技術の熟達化と思考の関係性
に関する研究である．この研究は,平成 16年度～平成 17年度の科研(基盤研究(C))に採択され,
引き続き平成 18 年度～平成 20 年度科研(基盤研究(C))にも採択され,継続的に調査及び実験研
究を進めてきた．平成 21年度は,実験方法を見直し,一部修正や追加を加え実施した結果,一定の
結果を見出すことができた．平成 23年度～平成 25年度の研究期間で科研(基盤研究(C))が採択
されたため,平成 23 年度は研究計画に沿って,看護技術の熟達化(身体的動作と認知)を生理学的
観点から客観的に解明するため,実験準備の検討を繰り返し,protocol作成を行った。平成 24年
度は実験protocolに基づいて,プレ実験を行う予定である。 

 
２．研究活動	
 

①最近の著書・論文	
 

<論文>	
 

・	
 中野真理子,永嶋由理子．臨床看護実践におけるモデリング構造の解明－促進モデリング刺激の
特徴－．第 41回日本看護学会論文集．看護教育,P26-29,2010. 

・	
 具体的事例提示の有無による看護技術習得度の検証,小野寺洋子・永嶋由理子・渕野由夏,日本
看護研究学会雑誌,33(3),p281,2010. 

・	
 清水夏子,吉田恭子,永嶋由理子,渡邉智子,江上千代美,小森直美,安永薫梨,尾形由起子,中野榮子,
石川フカエ,鳥越郁代,宮城由美子,野口藍子．助教・助手を対象とした経験型実習教育での直接
的経験の教材化に関する研修会実践報告－ロールプレイを活用した学びの検討－．福岡県立大

学看護学研究紀要, 8(1), 3745, 2011． 
②その他最近の業績	
 

<調査研究報告書>	
 

・	
 永嶋由理子,渕野由夏,加藤法子.高齢在宅酸素療法患者の日常生活行動及び肺機能の実態とそ  
の評価:高齢在宅酸素療法患者の外来教育プロトコールの開発に向けて,平成 19-20 年度研究奨
励交付金研究成果報告書, 2009． 

・	
 永嶋由理子,渕野由夏,津田智子,加藤法子,藤野靖博.於久比呂美.温度センサーを用いた看護技術
のエビデンスの検証:足浴による温熱効果の検証から．平成 19-20年度研究奨励交付金研究成果
報告書, 2009． 

・	
 永嶋由理子,渕野由夏,津田智子,加藤法子,藤野靖博.於久比呂美.看護技術の温熱効果に関する 
・	
 実験的検証と看護教育プログラムの検討,平成 21年度研究奨励交付金研究成果報告書,2010. 
・	
 永嶋由理子,渕野由夏,津田智子,加藤法子,藤野靖博,於久比呂美.療養環境と生体反応に関する 
・	
 科学的検証,平成 22年度研究奨励交付金研究成果報告書,2011. 
<学会発表>	
 

・	
 小野寺洋子,永嶋由理子,渕野由夏.看護技術習得過程における看護技術の熟達化と自己効力感の
変化:血圧測定技術に焦点をあてて,第 14回日本看護研究学会九州・沖縄地方会学術集会,2009． 

・	
 中野真理子,永嶋由理子.臨床看護実践におけるモデリング構造の解明－促進モデリング刺激の
特徴－,第 41回日本看護学会 看護教育学術集会,長崎,2010． 

・	
 中野真理子,永嶋由理子..臨床看護実践におけるモデリング構造の解明－経験年数別による促進
モデリング刺激の特徴－,第 36回日本看護研究学会学術集会,岡山,2010． 

・	
 中野真理子,永嶋由理子..臨床看護実践におけるモデリング構造の解明－促進モデリング刺激の
特徴－,第 30回日本看護科学学会学術集会,札幌,2010． 

・	
 小野寺洋子,永嶋由理子,渕野由夏.看護技術習得過程における問題解決力の変化－具体的事例あ
り群と具体的事例なし群の比較－, 第 30回日本看護科学学会学術集会,札幌,2010． 



  

③過去の主要業績	
 

・	
 血圧測定技術を構成する下位スキルの検討,永嶋由理子,山川裕子.福岡県立大学看護学部紀要，
2(2)，1-8，2005． 

・	
 看護技術の獲得・熟達化における思考過程深化の解明,永嶋由理子,山川裕子,安永悟.平成 16年
度～平成 17年度科学研究費補助金〔基盤研究(C)〕研究成果報告書，p1-52,2006. 

・	
 永嶋由理子,「学習理論」の 3つの考えかた.安酸史子編著,目からウロコの新人ナースプリセプ
ティ指導術,メディカ出版,2007． 

・	
 永嶋由理子．看護過程の考え方と進め方(基礎編)．月刊看護きろく,17(1), 75-84, 2007． 
	
 

５．所属学会	
 

日本看護学会,日本看護科学学会, 日本看護研究学会,日本教育心理学会,日本協同教育学会 
	
 

６．担当授業科目	
 

<学	
 	
 部>	
 

基礎看護学概論･2単位･1年･前期,ケアリング論･2単位･1年･前期,基礎看護実習Ⅰ･1単位･1年･
前期,基礎看護技術論･2単位･1年･後期,フィジカルアセスメント論･1単位･2年･前期,看護過程･
1単位･2年･前期,基礎看護実習Ⅱ･2単位･2年･前期,シンプトンマネジメント論･1単位･後期･家
族看護論･2単位･2年･後期,看護研究･1単位･3年･後期,専門看護学ゼミ･2単位･4年･前期,総合
実習･3単位･4年･前期,卒業研究･2単位･4年･後期	
 	
 

<大学院>	
 

看護心理学特論・２単位・前期,看護心理学演習・２単位・後期,基盤看護学特別研究･8単位･ 
1～2年･通年 

	
 

７．社会貢献活動	
 

・	
 田川市住宅政策審議会委員(2007年～現在) 
・	
 日本学術振興会科学研究費委員会専門委員(2008年 12月～2010年 11月) 
・	
 第 41回日本看護学会成人看護Ⅱ学術集会抄録選考委員会委員(2010年 4月～6月) 
８．学外講義・講演・その他	
 

・	
 永嶋由理子,フィジカルアセスメントの理解,訪問看護師養成講習会,2011年 8月(2回) 
・	
 永嶋由理子,フィジカルアセスメント－身体面のアセスメントをするための観察技術－,看護師
卒後研修会,2011年 9月 

・	
 永嶋由理子,看護教育評価,看護師養成講習会,2011年 9月～10月(計 60時間)）． 
・	
 永嶋由理子,看護過程と記録の考え方,総合せき損センター卒後研修会,2011年 5～2012.1月 
・	
 永嶋由理子,教育「教える・育てる」とは,北九州総合病院卒後研修会,2011年 7月 
・	
 永嶋由理子,看護記録学習会,田川市立病院記録委員研修会,2011年 5月,7月,10月,12月 
・	
 永嶋由理子,フィジカルアセスメント,健康保険直方中央病院看護師卒後研修会,2011 年 6 月～
平成 24年 3月（計 7回） 

・	
 永嶋由理子,看護記録について,飯塚市立病院院内研修会,2011年 2月 
・	
 永嶋由理子,臨床に活かす看護記録の考え方と実際,福岡県看護連盟,2011年 11月 
・	
 永嶋由理子,フィジカルアセスメント,平成 23年度訪問看護師養成講習会,2011年 9月 
・	
 永嶋由理子,フィジカルアセスメントの理解―身体面のアセスメントをするための観察技術―,
福岡県医師会第 33回看護師卒後研修会,2011年 9月 

・	
 永嶋由理子,フィジカルアセスメント呼吸編,小倉南北訪問看護事業者連絡会講演会,2011年 11
月 

９．附属研究所の活動等	
 	
 

ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 
	
 


